
  
 

 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
＆

懇
親
会
を
開
催 

 

■ 

日
時 

十
月
二
十
七
日
（日
）午
後
１
時
３０
分
～
４
時 

■ 

会
場 

我
孫
子
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
並
木
本
館
ホ
ー
ル  

■ 

参
加
費 

１
５
０
０
円
（飲
み
物
、
茶
菓
・つ
ま
み
付
き
） 

昨
年
に
続
き
今
年
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

活
動
中
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
・内
容
の
報
告
は
勿
論
で
す

が
今
回
も
会
員
同
士
の
懇
親
・親
睦
を
重
視
し
た
運
営
を
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
、
今
ま
で
参

加
で
き
な
か
っ
た
方
は
是
非
お
越
し
下
さ
い
。 

 
 我

孫
子
の
文
化
を
守
る
会 

特
別
講
演
会 

■ 

日
時 

十
一
月
九
日
（土
）午
前
１０
時
～
１２
時 

■ 

会
場 

あ
び
こ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ 

３
Ｆ 

我
孫
子
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル  

■ 

講
師 

髙 

康
治
氏
（会
員
・世
界
の
人
形
館
・代
表
） 

■ 

参
加
費 

無
料 

■ 

後
援 

我
孫
子
市
教
育
委
員
会
、
我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会 

 
 

 

「異
文
化
を
学
ぶ
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」主
催 

（以
下
講
演
概
要
） 

２６５
ヵ
国
・地
域
を
旅
し
た
ワ
ー
ル
ド
・ト
ラ
ベ
ラ
ー
が
語
る 

 
 

「世
界
の
紛
争
地
帯
を
訪
れ
、 

世
界
の
平
和
を
考
え
る
」  

 
 

 
 

 
 

 
 

当
会
で
の
「世
界
を
旅
し
て
」講
演
シ
リ
ー
ズ
の
第
３
弾
は
、

去
る
６
月
１２
日
～
７
月
１１
日
の
直
近
の
旅
の
報
告
も
兼
ね
、

過
去
２０
年
間
に
渡
り
歩
い
た
世
界
の
紛
争
地
帯
の
実
情
と
実

効
支
配
が
絡
ん
だ
領
土
問
題
な
ど
生
々
し
い
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
お
話
を
し
た
い
。
ま
た
、
真
の
世
界
平
和
と
は
何
か
、
今
一

度
考
え
て
み
た
い
。 

 

今
回
訪
れ
た
の
は
、
モ
ル
ド
バ
、
謎
の
独
立
国
（？
）沿
ド
ニ
エ
ス

ト
ル
、
次
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
の
ソ
チ
を
は
じ
め
と
す

る
黒
海
沿
岸
の
ロ
シ
ア
の
諸
都
市
、
ロ
シ
ア
が
実
効
支
配
す
る

独
立
国
（？
）ア
ブ
ハ
ジ
ア
、
火
種
が
絶
え
な
い
ロ
シ
ア
連
邦
内
の

共
和
国
チ
ェ
チ
ェ
ン
・北
オ
セ
ア
チ
ア
・ダ
ゲ
ス
タ
ン
、
ア
ル
メ
ニ
ア

と
同
国
が
実
効
支
配
す
る
独
立
国
（？
）ナ
ゴ
ル
ノ
・カ
ラ
バ
フ
、

グ
ル
ジ
ア
と
同
国
内
の
ア
ジ
ャ
リ
ア
自
治
共
和
国
、
イ
ラ
ク
の

ク
ル
ド
自
治
区
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
首
都
ア
ブ
ダ
ビ
。
こ

の
旅
を
終
え
、
訪
れ
た
国
は
１９９
、
地
域
は
６６
、
合
計
は
２６５
ヵ

国
・地
域
に
な
る
。
最
近
「私
は
ワ
ー
ル
ド
・ト
ラ
ベ
ラ
ー 

世
界

２５７
ヵ
国
・地
域
を
旅
し
た
男
」と
い
う
拙
書
を
出
版
し
た
が
、

こ
の
本
で
紹
介
し
た
２５７
の
数
字
も
過
去
形
に
な
っ
た
。 

 

商
社
マ
ン
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
半
世
紀
近
く
世
界
の
表
裏
を

見
聞
し
て
来
た
が
、
エ
リ
ー
ト
で
は
な
く
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

主
に
世
界
の
裏
街
道
を
歩
い
た
。
そ
の
多
く
は
、
一
般
的
に
危

険
と
言
わ
れ
る
紛
争
地
帯
で
あ
る
。
世
界
の
総
人
口
は
７０
億

人
を
超
え
、
３
人
に
１
人
は
紛
争
地
帯
に
住
む
と
言
わ
れ
る
。

過
日
の
旅
で
も
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
・ア
ブ
ハ
ジ
ア
・オ
セ
ア
チ
ア
・カ
ラ

バ
フ
の
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
、
イ
ラ
ク
が
そ
の
例
で
あ
る
。 

上
記
の
ほ
か
に
、
過
去
に
訪
れ
た
主
な
紛
争
地
と
し
て
、
ア

フ
リ
カ
は
ソ
マ
リ
ア
・ル
ワ
ン
ダ
・ア
ン
ゴ
ラ
・コ
ン
ゴ
民
主
（旧
ザ

イ
ー
ル
）・コ
ン
ゴ
・ス
ー
ダ
ン
・南
ス
ー
ダ
ン
・シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
・西

サ
ハ
ラ
・マ
リ
・エ
リ
ト
リ
ア
な
ど
、
ア
ジ
ア
は
北
朝
鮮
・ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
・カ
シ
ミ
ー
ル
・東
テ
ィ
モ
ー
ル
・ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
（フ
ィ
リ

ピ
ン
）・チ
ベ
ッ
ト
・新
疆
（中
国
）・タ
ジ
キ
ス
タ
ン
・ス
リ
ラ
ン
カ

な
ど
、
中
近
東
・北
ア
フ
リ
カ
は
パ
レ
ス
チ
ナ
・イ
ス
ラ
エ
ル
・シ
リ

ア
・レ
バ
ノ
ン
・エ
ジ
プ
ト
・ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
・リ
ビ
ア
・イ
エ
メ
ン
な
ど
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ボ
ス
ニ
ア
ヘル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
・セ
ル
ビ
ア
・ク
ロ
ア
チ
ア
・

コ
ソ
ボ
・チ
ェ
チ
ェ
ン
・キ
プ
ロ
ス
・バ
ス
ク
（ス
ペ
イ
ン
）・北
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
な
ど
、
中
南
米
は
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
・キ
ュ
ー
バ
・ア
メ
リ
カ
・

コ
ロ
ン
ビ
ア
・エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
な
ど
、
オ
セ
ア
ニ
ア
は
フ
ィ
ジ
ー
が

あ
る
。 

紛
争
の
原
因
は
種
々
あ
る
が
、
或
る
国
の
実
効
支
配
下
に

あ
る
紛
争
地
帯
が
多
く
、
我

が
国
周
辺
の
尖
閣
諸
島
、
竹

島
、
北
方
領
土
も
こ
の
実
効
支

配
問
題
が
絡
む
。
現
地
で
撮
っ

た
生
々
し
い
写
真
を
紹
介
な

ど
し
な
が
ら
、
世
界
平
和
に
つ

い
て
も
言
及
し
て
み
た
い
。 

 

第
１１０
回
史
跡
文
学
散
歩
（報
告
） 

「旧
柴
崎
村
に
残
る
将
門
伝
説
の
地
を
訪
ね
る
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

牧
田 

宏
恭 

 

６
月
３０
日
（日
）、
史
跡
文
学
散
歩
当
日
を
迎
え
た
我
孫
子

は
、
こ
の
と
こ
ろ
梅
雨
と
は
名
ば
か
り
の
雨
不
足
気
味
の
天
気

が
続
い
て
お
り
、
本
日
も
散
歩
に
は
降
雨
の
心
配
は
不
要
の
日

和
と
な
っ
た
。 

私
は
、
「我
孫
子
地
名
考
」に
て
、
当
会
前
会
長
を
つ
と
め
ら

れ
た
三
谷
和
夫
氏
の
ご
講
演
を
拝
聴
す
る
中
、
お
話
の
内
容

を
通
じ
、
当
会
の
活
動
に
大
き
な
関
心
を
抱
き
、
昨
秋
「我
孫

子
の
文
化
を
守
る
会
」に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
「史
跡

文
学
散
歩
」に
は
入
会
後
今
回
が
初
め
て
の
参
加
と
な
っ
た
。 

さ
て
、
集
合
地
の
天
王
台
駅
に
は
、
先
般
、
我
孫
子
市
発
行

の
「広
報
あ
び
こ
」に
も
散
歩
の
勧
誘
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
非
会
員
の
方
２４
名
を
含
め
、
総
勢
４０
名
弱
の

大
勢
の
参
加
と
な
り
、
み
な
さ
ん
の
関
心
の
大
き
さ
に
驚
か

さ
れ
た
。 

一
同
、
予
定
通
り
９
時
過
ぎ
に
天
王
台
駅
（北
口
）を
出
発

し
た
。 

出
発
時
刻
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
、
予
報
に
反
し
、
気
温
は
急

上
昇
、
か
な
り
蒸
し
暑
い
中
で
の
散
歩
と
な
っ
た
。 

本
日
は
、
１０
世
紀
半
ば
、
こ
こ
「相
馬
の
地
」一
帯
を
震
撼

さ
せ
た
、
平
将
門
の
数
々
の
伝
説
を
残
す
、
ゆ
か
り
の
地
の
一

つ
で
あ
る
「旧
柴
崎
村
地
域
」を
、
約
３
時
間
掛
け
て
巡
る
散
歩

で
あ
り
、
本
会
副
会
長
を
務
め
ら
れ
る
越
岡
禮
子
氏
の
、
熱

心
な
ご
説
明
と
丁
寧
な
ご
案
内
の
許
、
天
王
台
駅
近
く
の
旧

水
戸
道
中
が
通
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
地
点
を
皮
切
り
に
、
水
道

局
裏
の
昔
面
影
を
そ
の
ま
ま
残
す
道
中
（旧
道
）の
林
道
（志

賀
直
哉
の
著
に
も
風
情
が
描
か
れ
て
い
る
と
の
説
明
）を
見
学
、

続
い
て
、
雨
乞
い
の
祈
願
社
（石
尊
宮
）で
別
名
イ
ボ
の
神
様
と

い
わ
れ
る
所
以
の
お
話
を
聞
き
、
次
に
平
将
門
の
家
臣
（久
寺

豊
後
、
丹
後
）の
末
裔
（？
）で
あ
る
大
井
家
が
護
り
、
菅
原
道

真
公
（本
当
は
将
門
を
祀
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
）を
祀
っ
た
柴
崎

天
満
宮
を
訪
ね
た
。 

さ
ら
に
将
門
の
家
臣
、
柴
崎
様
の
墓
を
経
て
、
現
在
で
も
我

孫
子
で
最
も
趣
を
残
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
旧
街
道
（道
中
）

１ 平成２５年１０月１日                我孫子の文化を守る会                           第１４２号 

あ
び
こ
の
文
化 

 

 
発行人 
藤井 吉彌 
我孫子市寿 
２－２１－２３ 
０４（７１８５） 
   １９９６ 

 



の
梅
沢
家
（醤
油
屋
）、
川
村
家
酒
造
屋
）、
須
藤
家
（薬
種
屋
）

な
ど
の
重
厚
な
構
え
の
家
並
を
見
な
が
ら
、
北
条
氏
康
開
基

と
さ
れ
る
東
源
寺
に
向
か
っ
た
。
境
内
の
千
葉
県
指
定
（昭
和

１０
年
）の
天
然
木
で
あ
る
「ま
か
や
」の
大
木
（荘
厳
？
な
存
在

感
）に
は
圧
倒
さ
れ
る
何
か
の
力
？
を
感
じ
た
、
こ
の
木
陰
に

僅
か
な
が
ら
涼
風
を
感
じ
一
息
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

こ
の
大
木
も
、
当
地
ゆ
か
り
の
文
人
で
あ
る
志
賀
直
哉
の

「十
一
月
三
日
午
後
の
こ
と
」に
も
描
か
れ
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。
但
し
志
賀
直
哉
は
東
源
寺
に
は
立
ち
寄
っ
た
と
い
う

記
述
は
無
い
と
い
う
。 

そ
し
て
、
本
日
の
散
歩
の
最
終
地
近
く
の
円
福
寺
に
て
、
鯖

大
師
に
つ
い
て
の
お
話
な
ど
を
伺
い
、
続
い
て
、
立
派
な
社
が
印

象
の
柴
崎
神
宮
を
訪
ね
た
。 

な
お
、
本
日
訪
問
の
円
福
寺
、
東
源
寺
は
そ
れ
ぞ
れ
相
馬

霊
場
５５
番
並
び
に
７５
番
札
所
と
な
っ
て
い
る
。 

本
日
は
、
か
な
り
蒸
し
暑
く
感
じ
る
天
候
で
あ
っ
た
が
、
散

歩
は
充
実
し
た
３
時
間
で
あ
っ
た
。 

最
後
に
当
会
の
会
長
の
藤
井
吉
彌
氏
の
ご
挨
拶
で
締
め
く

く
ら
れ
、
柴
崎
神
宮
に
て
現
地
解
散
と
し
行
事
は
無
事
に
終
了

し
た
。  

 

   

記
紀
に
あ
る
伊
勢
神
宮
、
出
雲
大
社
の
成
り
立
ち
に 

見
る
初
歩
の
古
代
史 

─

伊
勢
神
宮
・出
雲
大
社
と
古
事
記
・日
本
書
紀─

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤
井 

吉
彌 

昨
年
末
に
、
式
年
遷
宮
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
伊
勢
神
宮
と
、

出
雲
大
社
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
伊
勢
神
宮
で
は
１
３
０
０
年

に
亘
り
２０
年
毎
に
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
社
の
建
替
え
を
、
竣

工
直
前
に
拝
見
で
き
、
木
材
の
部
材
全
て
が
単
純
な
直
線
で

構
成
さ
れ
て
い
る
事
に
大
変
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
又
柱
が

掘
立
式
で
あ
る
こ
と
も
形
式
を
受
け
継
い
で
ゆ
く
様
式
と
し

て
納
得
で
き
ま
し
た
。 

出
雲
大
社
で
は
正
面
入
り
口
の
石
張
り
の
床
に
平
成
１２
年

に
出
土
し
た
高
層
社
殿
の
柱
の
遺
構
が
別
の
石
材
で
標
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
巨
大
さ
（直
径
１
ｍ
の
杉
材
を
３
本
束
ね
る
）に

驚
き
ま
し
た
。 

両
神
社
を
回
っ
て
、
両
者
の
関
係
、
そ
の
成
り
立
ち
等
を
調

べ
て
ゆ
く
と
、
日
本
の
成
り
立
ち
に
関
わ
る
神
話
が
元
で
、
天

皇
が
誕
生
し
、
初
期
の
大
王
と
呼
ば
れ
た
時
代
に
は
多
く
の

身
内
の
葛
藤
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
実
在

を
実
証
さ
れ
た
天
皇
は
雄
略
（二
十
一
代
）が
初
め
で
あ
る
こ

と
、
卑
弥
呼
と
天
皇
の
関
係
な
ど
、
私
が
初
め
て
知
っ
た
事
で

し
た
。
今
回
は
弥
生
、
古
墳
時
代
の
初
歩
の
古
代
史
を
お
話
し

ま
す
。 

（十
月
六
日
の
「放
談
く
ら
ぶ
」で
講
演
予
定
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

激
動
の
幕
末 

密
航
留
学
を
企
て
た
志
士
た
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

伊
藤 

一
男 

  

今
か
ら
丁
度
百
五
十
年
前
の
一
八
六
三
年
、
上
海
に
向
け
て
横

浜
港
を
出
帆
し
た
汽
船
の
石
炭
庫
に
は
、
五
人
の
長
州
藩
の
若
者

が
潜
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
英
国
・ロ
ン
ド
ン
に
密
航
留
学
を
企
て
た

の
で
あ
る
。 

 

彼
ら
の
名
は
、
井
上
聞
多
（馨
）、
当
時
２８
歳
、
の
ち
の
「外
交
の

父
」
。
遠
藤
槿
助
、
当
時
２７
歳
、
の
ち
の
「造
幣
の
父
」。
山
尾
庸

造
（庸
三
）、
当
時
２６
歳
、
の
ち
の
「工
学
の
父
」。
伊
藤
俊
輔
（博

文
）、
当
時
２２
歳
、
の
ち
の
「内
閣
の
父
」。
野
村
弥
吉
（井
上
勝
）、

当
時
２０
歳
、
の
ち
の
「鉄
道
の
父
」。
い
ず
れ
も
二
十
代
の
若
者
で

あ
る
。 

 

密
航
留
学
を
企
て
た
中
心
人
物
は
誰
か
？
幕
府
が
締
結
し
た

不
平
等
条
約
の
破
棄
と
強
硬
な
攘
夷
を
唱
え
る
急
先
鋒
が
長
州

藩
で
あ
っ
た
。
し
か
し
攘
夷
の
真
の
目
的
は
開
国
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
吉
田
松
陰
か
周
布
政
之
助
・高
杉
晋
作
へ、
さ
ら
に
井
上
聞
多
へ

と
受
け
継
が
れ
た
開
明
的
思
想
で
あ
っ
た
。
当
時
の
長
州
藩
は
激

動
の
最
中
で
あ
っ
た
が
、
藩
政
を
司
っ
て
い
た
周
布
政
之
助
が
、
同

じ
島
国
の
英
国
が
海
軍
力
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
こ
と
に
注

目
、
「そ
の
背
景
を
学
べ
！
」と
、
密
航
を
画
策
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は

リ
ー
ダ
ー
格
の
井
上
聞
多
を
含
む
上
記
の
五
人
と
決
ま
っ
た
。  

 

で
は
、
密
航
留
学
を
仲
介
し
た
の
は
誰
か
？
周
布
政
之
助
が
伊

豆
倉
（長
州
藩
の
御
用
商
人
）の
番
頭
・佐
藤
貞
次
郎
に
手
配
を

依
頼
。
こ
れ
を
受
け
て
佐
藤
は
、
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・マ
セ
ソ
ン
（
Ｊ
・

Ｍ
）商
会
横
浜
支
店
に
話
を
持
ち
込
ん
だ
。
話
は
と
ん
と
ん
拍
子

で
進
み
、
上
海
経
由
で
英
国
・ロ
ン
ド
ン
に
送
り
込
む
こ
と
に
決
定

し
た
。
だ
が
問
題
は
渡
航
費
用
で
あ
っ
た
。
長
州
藩
の
予
測
で
は

五
名
の
渡
航
費
用
は
計
六
百
両
で
あ
っ
た
。
し
か
しJ.M

.

商
会
で

は
渡
航
費
と
一
年
分
の
学
資
、
生
活
費
等
が
一
千
両
／
人
、
計

五
千
両
必
要
と
の
こ
と
で
、
井
上
聞
多
が
伊
豆
倉
か
ら
五
千
両

を
借
用
し
た
。
担
保
は
長
州
藩
麻
布
下
屋
敷
に
保
管
さ
れ
て
い
た

鉄
砲
購
入
用
の
一
万
両
で
あ
っ
た
。 

 

五
人
が
密
か
に
横
浜
を
発
っ
た
の
は
一
八
六
三
年
六
月
二
十
日

で
あ
っ
た
。
国
元
の
下
関
で
攘
夷
運
動
を
始
め
た
の
と
ほ
ぼ
同
時
。

そ
も
そ
も
井
上
、
山
尾
、
伊
藤
の
３
人
ま
で
が
、
品
川
御
殿
山
の

英
国
公
使
館
焼
打
ち
に
参
加
し
、
そ
の
足
で
ロ
ン
ド
ン
に
旅
立
と

う
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
出
発
前
日
、
井
上
は
長
州
藩
の
重
役

た
ち
に
長
文
の
手
紙
を
認
め
、
勝
手
な
金
策
を
詫
び
た
。 

 

上
海
Ｊ
・Ｍ
商
会
で
渡
航
の
目
的
は
？
と
訊
か
れ
，
「navy

（海

軍
）を
学
ぶ
た
め
」の
つ
も
り
が
「navigation

（航
海
術
）を
学
ぶ
た

め
」と
誤
解
さ
れ
，
水
夫
見
習
い
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
ひ
と
ま
ず

上
海
に
渡
っ
た
五
人
は
、
Ｊ
・Ｍ
商
会
が
用
意
し
た
ニ
隻
の
帆
船
に

分
乗
し
、
喜
望
峰
周
り
で
百
二
十
日
か
け
て
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
。 

 

当
時
の
ロ
ン
ド
ン
の
様
子
は
如
何
？
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
時
代
の

最
盛
期
で
、
「鉄
と
石
炭
の
時
代
」で
あ
り
、
人
口 

約
三
百
万
人

の
大
都
市
（江
戸
は
七
十
万
人
）で
あ
っ
た
。
高
層
建
築
，
蒸
気
機

関
車
に
よ
る
鉄
道
の
ほ
か
、
世
界
初
の
地
下
鉄
も
そ
の
頃
す
で
に

開
通
し
て
い
た
。 

 

五
人
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
世
話
を
し
た
の
は
誰
か
？
そ
れ

は
ロ
ン
ド
ン
大
学(U

C
L
)

の
化
学
の
教
授
・ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
博
士
で

あ
っ
た
。
五
人
の
日
課
は
、
朝
夕
は
博
士
宅
で
算
術
や
英
語
の
勉

強
、
昼
間
はU

C
L

の
聴
講
生
と
な
り
、
化
学
分
析
の
実
習
、
自
然

科
学
な
ど
、
合
間
に
国
会
議
事
堂
、
大
英
博
物
館
、
銀
行
、
上
下

水
道
等
を
見
学
し
た
。
彼
ら
は
驚
き
と
感
動
の
連
続
で
あ
り
、

「列
強
に
伍
す
る
に
は
文
明
が
不
可
欠
だ
！
こ
れ
ら
を
持
ち
帰
ろ

う
」と
決
心
し
た
。  

・・・・・・・・・・・・・・ 

 

そ
の
後
の
彼
ら
の
動
き
は
？ 

そ
し
て
、
帰
国
後
の
彼
ら
の
功
績

は
？ 

 

十
二
月
八
日
の
「放
談
く
ら
ぶ
」で
詳
し
く
お
話
し
た
い
。 

  

                                                                               

我孫子の文化を守る会                             ２ 

あ
び
こ
だ
よ
り
５９
号 

あ
び
こ
だ
よ
り
５８
号 



─

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
報
告─

 
 我

孫
子
市
の
巨
木
・名
木
を
訪
ね
る
会 

（第
２
回
調
査
報
告
） 

８
月
１４
日
（水
）、
市
中
巨
木
の
会
員
９
名
（男
性
７
名
：女

性
２
名
）に
よ
る
第
２
回
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。 

我
孫
子
駅
に
８
時
５０
分
、
猛
暑
が
予
想
さ
れ
る
の
に
か
か
わ

ら
ず
総
勢
９
名
が
集
合
し
調
査
に
出
発
し
た
。 

当
日
の
行
動
予
定
： 

我
孫
子
駅
→
久
寺
家
地
区
→
鷲
神
社
→
宝
蔵
寺
→
久
寺
家

→
解
散 

の
予
定
。 

前
日
は
日
本
列
島
各
地
で
４０
度
を
超
え
る
酷
暑
を
記
録

し
、
こ
の
日
も
灼
熱
予
報
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
「市
中

を
無
理
無
く
見
廻
り
を
し
、
巨
木
偵
察
を
楽
し
み
市
中
の
文

化
を
守
り
つ
つ
、
自
身
の
健
康
維
持
に
努
め
る
」目
的
か
ら
外

れ
な
い
行
動
と
し
た
。 

久
寺
家
地
区
個
人
所
有
樹
木
（Ｍ
氏
邸
） 

＊
梅
の
木
（樹
高
13.7
ｍ
、
幹
周
240
㎝
、
推
定
樹
齢
150
年
） 

＊
椿
の
木
（樹
高
13.0
ｍ
、
幹
周
３
連
130
＋
82
＋
60
㎝
、
推
定

樹
齢
150
年
…
（
ウ
メ
・
ツ
バ
キ
は
幹
周
200
㎝
以
上
で
巨
木
と

判
定
す
る
） 

（Ｍ
氏
邸
の
80
歳
に
な
る
老
女
の
話
で
は
、
嫁
い
だ
当
時
に
も

大
き
な
梅
の
木
と
椿
の
木
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
推
定
樹
齢
を

150
年
と
し
た
） 

久
寺
家
地
区
個
人
所
有
樹
木
（H

氏
邸
） 

＊
ム
ク
ノ
キ
（樹
高
25.0
ｍ
、
幹
周
340
㎝
、
推
定
樹
齢
？
） 

（文
化
の
会
に
好
意
的
な
ご
主
人
） 

鷲
神
社
境
内 

祭
神
は
日
本
武
尊
。
万
延
二
年
（１
８
６
１
）現
台
地
に
再
建

さ
れ
、
神
社
境
内
に
シ
ラ
カ
シ
・
ク
ス
ノ
キ
・
ス
ダ
ジ
イ
等
の
鎮

守
の
杜
が
あ
る
が
巨
木
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。 

宝
蔵
寺 

真
言
宗
豊
山
派
・明
王
山
宝
蔵
寺
、
本
尊
は
延
命
地
蔵 

開
山
、
開
祖
不
詳
。
元
和
三
年
（１
６
１
７
）創
建
。
戦
国
期
の

久
寺
家
城
二
の
郭
跡
地
で
周
辺
に
は
土
塁
の
痕
跡
が
あ
る
。 

新
四
国
相
馬
霊
場
八
十
四
番
屋
島
寺
移
し
（
こ
の
地
形
が
屋

島
に
似
て
い
る
）と
な
っ
て
い
る
。 

＊
宝
蔵
寺
の
ザ
ク
ロ
の
木
・名
木
（樹
高
5.0
ｍ
、
幹
周
２
連
153

㎝
、
推
定
樹
齢
？
） 

＊
参
考
樹
木
（市
指
定
保
存
樹
木
）イ
チ
ョ
ウ
（樹
高
19.4
ｍ
、
幹

周
250
㎝
、
推
定
樹
齢
？
） 

博
報
堂
駐
車
場
内
（二
階
堂
高
校
南
側
） 

（駐
車
場
整
備
に
伴
い
伐
採
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
の
で
監
視

し
て
い
き
た
い
樹
木
で
あ
る
） 

＊
ネ
ム
ノ
キ
（樹
高
7.0
ｍ
、
幹
周
180
㎝
、
推
定
樹
齢
？
…
（ネ

ム
ノ
キ
は
幹
周
100
㎝
以
上
で
巨
木
と
判
定
す
る
） 

 

体
感
温
度
は
３５
度
を
超
え
て
血
液
が
煮
え
た
ぐ
っ
て
き
た
感

じ
で
Ｒ
６
号
「夢
庵
」に
て
昼
食
、
解
散
。 

 

我
孫
子
市
の
巨
木
・名
木
を
訪
ね
る
会 

（第
３
回
調
査
報
告
） 

 

９
月
１１
日
（水
）、
市
中
巨
木
の
会
員
１３
名
（男
性
８
名
：女

性
５
名
）に
よ
る
第
３
回
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。 

暦
の
上
で
は
こ
れ
か
ら
日
ご
と
に
秋
が
深
ま
る
季
節
だ
が

ま
だ
残
暑
が
続
き
そ
う
な
気
配
の
な
か
、
北
柏
駅
に
８
時
５０

分
に
集
合
し
調
査
に
出
発
し
た
。 

当
日
の
行
動
予
定 

北
柏
駅
→
根
戸
城
址
の
森
→
武
者
小
路
旧
邸
跡
→
ハ
ケ
の
道

→
水
神
社
→
根
戸
船
戸
緑
地
公
園
→
根
戸
古
墳
公
園
→
白

山
中
学
→
我
孫
子
四
小
→
白
山
馬
頭
観
音
→
我
孫
子
駅
（解

散
） 

根
戸
城
跡
の
森 

根
戸
城
は
１６
世
紀
後
半
に
築
か
れ
、
手
賀
沼
を
望
む
台
地

に
あ
り
水
上
交
通
と
陸
上
交
通
の
接
点
の
地
で
戦
略
上
非
常

に
重
要
な
城
郭
で
あ
っ
た
。
土
塁
と
空
堀
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ

た
城
郭
施
設
が
残
っ
て
い
る
が
、
築
城
主
や
こ
の
地
の
覇
者
が

誰
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
（高
城
氏
・簗
田
氏
・相
馬
氏
）。 

＊
杉
の
木
の
植
林
の
為
か
、
戦
中
・戦
後
の
燃
料
確
保
の
為
か

雑
木
は
伐
採
さ
れ
た
様
で
あ
り
、
巨
木
は
見
当
た
ら
な
か
っ

た
。 

武
者
小
路
旧
邸
跡 

白
樺
派
の
文
豪
、
大
正
５
年
（１
９
１
６
）か
ら
大
正
７
年
の

２
年
間
こ
の
地
で
文
学
創
作
に
没
頭
し
た
。
そ
の
後
、
「新
し
き

村
」の
構
想
を
抱
き
宮
崎
県
に
去
っ
た
。 

＊
門
外
か
ら
手
入
れ
の
行
届
い
た
庭
園
が
窺
え
た
が
邸
内
へ入

る
こ
と
が
出
来
ず
偵
察
を
断
念
し
た
。 

根
戸
船
戸
緑
地
下
ハ
ケ
の
道 

個
人
所
有
樹
木
（根
戸
新
田
１
２
４
Ｋ
氏
邸
） 

＊
ク
ス
ノ
キ
（樹
高
15.7
ｍ
、
幹
周
302
㎝
、
推
定
樹
齢
300
年
、
樹

勢
旺
盛
・枝
張
15
ｍ
） 

＊
参
考
樹
木
・タ
ブ
ノ
キ
（樹
高
15.0
ｍ
、
幹
周236

㎝
、
我
孫
子

市
中
で
は
タ
ブ
ノ
キ
が
余
り
見
か
け
ら
れ
な
い
の
で
記
録
す
る
） 

水
神
社 

祭
神
は
水
速
命
（み
ず
は
や
の
み
こ
と
）。
草
創
年
代
不
詳
、

大
正
14
年
建
立
石
碑
に
天
保
の
頃
の
社
殿
由
来
が
記
さ
れ
て

お
り
境
内
地
の
年
代
の
古
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

＊
ム
ク
ノ
キ
（樹
高
28.8m

、
幹
周
299
㎝
、
推
定
樹
齢
？
、
樹
木

名
版
あ
り
） 

根
戸
船
戸
緑
地
公
園 

＊
公
園
内
植
物
の
手
入
れ
が
行
届
き
樹
木
名
板
も
掲
示
さ
れ

て
市
民
の
森
と
し
て
良
好
な
状
態
で
あ
る
が
巨
木
は
見
当
た

ら
な
か
っ
た
。 

根
戸
（白
山
）古
墳
公
園 

我
孫
子
で
は
最
後
の
時
期
に
造
ら
れ
た
古
墳
が
保
存
さ
れ
て

い
る
公
園
で
あ
る
。 

＊
管
理
状
態
良
好
で
あ
る
公
園
だ
が
巨
木
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。 

我
孫
子
四
小 

＊
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
（
樹
高
12.0
ｍ
、
幹
周
360
㎝
、
推
定
樹
齢
100

年
、
樹
勢
旺
盛
） 

白
山
馬
頭
観
音
堂 

（白
山
２-

５
め
ば
え
幼
稚
園
入
口
の
標
識
近
く
） 

馬
頭
観
音
堂
に
つ
い
て
は
所
有
者
・地
権
者
は
資
料
不
足
に
つ

き
不
明
。
今
後
の
調
査
に
期
待
す
る
。 

＊
エ
ノ
キ
（樹
高
15.0m

、
幹
周
270
㎝
、
推
定
樹
齢
？
、
幹
周
判

断
で
は
巨
木
判
定
は
無
理
で
あ
る
が
、
独
立
樹
の
道
標
の
木
と

し
て
巨
木
と
す
る
） 

 

１１
時
５０
分
、
小
雨
が
心
配
さ
れ
た
が
降
ら
れ
る
こ
と
な
く

当
日
の
予
定
の
偵
察
行
動
を
完
結
し
解
散
。 

【行
動
時
間
：３
時
間
、 

歩
行
数
：８
０
０
０
歩
、 

調
査
巨
木

本
数
：５
本
】 
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楚
人
冠
俳
句
「序
跋
詩
歌
集
」よ
り 

杉
村
楚
人
冠 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和
六
年
秋 

 
さ
ゝ
や
か
の
朝
顔
咲
き
ぬ
物
の
か
げ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

天
の
川
夜
半
過
ぎ
て
西
に
流
れ
け
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

苫
を
は
ね
て
時
問
ふ
水
主
（
か
こ
）
や
天
の
川 

引
け
ば
去
り
放
て
ば
來
る
鳴
る
子
か
な 

ぢ
ゝ
と
鳴
き
又
ぢ
ゝ
と
鳴
く
蟲
の
あ
り 

む
き
さ
し
の
柿
の
ナ
イ
フ
や
に
じ
む
澁 

怨
霊
の
澁
柿
と
な
り
し
物
が
た
り 

夜
寒
さ
を
ひ
と
り
ご
ち
つ
ゝ
通
り
け
り 

流
れ
よ
り
菰
の
荷
札
や
後
の
月 

献
穀
の
一
枚
早
き
刈
田
か
な 

陵
に
烏
が
啼
い
て
朝
寒
し 

     

第
１１２
回
史
跡
文
学
散
歩
の
お
知
ら
せ 

「江
戸
に
残
る
将
門
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
」 

 

私
達
の
町
、
我
孫
子
は
か
つ
て
平
将
門
の
領
地
で
あ
っ
た
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
中
期
、
将
門
は
関
東
の
大
半
を

手
中
に
収
め
、
「新
皇
」を
自
称
し
、
東
国
の
独
立
を
標
榜
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
朝
敵
と
な
り
、
藤
原
秀
郷
ら
に
よ
っ
て
討
伐
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
初
め
て
武
士
の
力
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で

武
士
の
台
頭
の
契
機
と
な
り
、
民
衆
か
ら
は
英
雄
と
崇
め
ら

れ
ま
し
た
。 

時
代
は
下
り
、
徳
川
幕
府
は
将
門
を
江
戸
の
鎮
守
と
し
て

神
田
明
神
の
祭
神
と
し
ま
し
た
。
か
つ
て
江
戸
市
中
に
は
他
に

も
日
輪
寺
、
筑
土
八
幡
神
社
な
ど
、
将
門
伝
説
を
残
す
古
蹟

が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
は
こ
れ
ら
の
将
門
に
係
わ
る
史
跡
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

１
．
日
時 

十
一
月
十
七
日
（日
）  

Ｊ
Ｒ
我
孫
子
駅
改
札
内
９
時
集
合
（小
雨
決
行
）千
代
田

線
「お
茶
の
水
」迄
切
符
購
入
（３
時
頃
解
散
） 

２
．
コ
ー
ス 

神
田
明
神─

湯
島
聖
堂─

ニ
コ
ラ
イ
堂─

平
将

門
の
首
塚─

大
名
小
路─

東
京
駅
他 

（湯
島
聖
堂
、
ニ
コ
ラ
イ
堂
で
特
別
拝
観
の
予
定
） 

講
師
・ガ
イ
ド 

 

越
岡
禮
子
氏
（当
会
副
会
長
） 

参
加
費 

 

会
員 

無
料
、 

非
会
員 

５
０
０
円 

申
し
込
み 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

（七
一
八
四
）二
〇
四
七 

 
 

 
 

 
 

越
岡
ま
で 

（締
め
切
り
） 

１１
月
１０
日
（日
） 

 

今
後
の
行
事
予
定 

 

□ 

「
放
談
く
ら
ぶ
」 

日
時 

１０
月
６
日
（日
）
１４
時
～
１６
時 

会
場 

ア
ビ
ス
タ
、
第
５
会
議
室 

講
師 

藤
井 

吉
彌
氏
（本
会
会
長
） 

演
題
『伊
勢
神
宮
・出
雲
大
社
と
古
事
記
・日
本
書
紀
』 

 

（レ
ジ
メ
を
本
文
に
掲
載
） 

◎
参
加
費 

会
員
無
料 

非
会
員
三
〇
〇
円 

申
込
み
・問
合
せ
先 

 

佐
々
木
（七
一
八
五
）〇
六
七
五 
  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催
予
定 

 
「歴
史
文
化
く
ら
ぶ
」 

日
時 
１１
月
２
日(

土)

１４
時
～
１６
時 

場
所 
我
孫
子
市
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
並
木
本
館 

我
孫
子
市
並
木
５
丁
目
４
番
６
号 

（我
孫
子
駅
北
口
徒
歩
８
分
） 

話
者 

三
谷
和
夫
氏
（本
会
前
会
長
） 

「相
馬
八
十
八
ヶ
所
物
語
」 

参
加
費 

２
０
０
円
（会
員
無
料
）先
着
２
０
名 

申
込
み
・問
合
せ
先 

三
谷
（七
一
八
三
）一
〇
七
七 

 

「異
文
化
を
学
ぶ
会
」 

日
時 

１１
月
９
日
（土
）
１０
時
～
１２
時 

場
所 

あ
び
こ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
内
３
階 

我
孫
子
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル 

講
師 

髙 

康
治
氏
（世
界
の
人
形
館
代
表
・会
員
） 

「世
界
の
紛
争
地
帯
を
訪
れ
、
世
界
の
平
和
を
考
え
る
」 

（１
面
に
詳
細
掲
載
） 

 
「関
東
建
築
探
訪
」（予
定
） 

日
時 

１１
月
５
日
（金
） 

場
所 

文
京
区
の
椿
山
荘
、
関
口
台
東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ

ア
聖
堂
、
鳩
山
会
館
等 

 

「第
４
回
我
孫
子
の
巨
木
・名
木
を
訪
ね
る
会
」 

日
時 

１０
月
９
日
（木
）８
時
５０
分
、
我
孫
子
駅
南
口
階
段
下

集
合 

 

内
容 

八
坂
神
社
→
興
陽
寺
→
香
取
神
社
→
大
光
寺
→
三
樹

荘
→
楚
人
冠
公
園
→
子
之
神
大
黒
天
→
我
孫
子
駅 

の
予
定
。
（樹
木
が
好
き
な
方
、
巨
木
・名
木
に
興
味
の

あ
る
方
・・・奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
） 

 

当
会
の
最
近
の
動
き
（
報
告
、
予
定
） 

散
歩
部
会 

 

 

９
月
２９
日
（日
）第
１１１
回
史
跡
文
学
散
歩 

１１
月
１７
日{

日}

、
第
１１２
回
史
跡
文
学
散
歩 

手
賀
沼
部
会 

 

９
月
２９
日
（日
）「川
め
ぐ
り
と
木
下
の
史
跡
め
ぐ
り
」 

研
修
部
会 

 

 

８
月
４
日
（日
）放
談
く
ら
ぶ
「日
本
の
歌
「荒
城
の
月
」そ
し

て
３
・１
１
以
降
」 

 
 

講
師 

倉
田 

茂
氏 

 

１０
月
６
日
（日
）放
談
く
ら
ぶ
「伊
勢
神
宮
・出
雲
大
社
と
古

事
記
・日
本
書
紀
」 

 
 

講
師 

藤
井 

吉
彌
氏 

○
市
民
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
ま
す
参
加 

 

 

１１
月
３０
日
、
１２
月
１
日 

次
回
役
員
会
予
定 

日
時 

１１
月
３
日{

日}

１３
時
半
～
１５
時
半 

場
所 

け
や
き
プ
ラ
ザ
１
Ｆ
工
作
室 

 
 

    

 

平成２５年１０月１日                    我孫子の文化を守る会                        第１４２号 ４ 

編
集
後
記 

２
０
２
０
年
の
五
輪
が
東
京
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
日
本
人
に
と
っ
て
最
近
で
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

だ
っ
た
▲
１
９
６
４
の
東
京
大
会
の
時
、
自
分
が
何
歳
で
ど
ん
な

状
況
で
あ
っ
た
か
を
想
い
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
又
、
７

年
後
、
自
分
は
何
歳
で
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
を
巡

ら
し
、
そ
し
て
多
く
の
人
（特
に
お
年
寄
り
）は
少
な
く
と
も
あ

と
７
年
は
生
き
よ
う
と
前
向
き
に
考
え
た
に
違
い
な
い
。
（美
崎
） 

 

今
年
度
会
費
（二
千
円
）納
入
の
お
願
い 

 

本
会
は
ひ
と
え
に
会
員
皆
様
方
の
会
費
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
郵
便
振
替
口
座
（00190

‐3

‐135476

）
『我
孫
子

の
文
化
を
守
る
会 

伊
藤
一
男
』宛
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。 


